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具志堅区のシヌグ

本部町のシヌグが行われるのは、 1666年伊野波間切が

設置された（翌年本部間切となる）具志堅、備瀬、謝花、

浦崎、浜元、並里、伊野波、渡久地、辺名地、健堅、崎本

部、石嘉波（瀬底の小字）、瀬底の 13か字の古村で、具

志堅区のシヌグはシニーグ、と称され、毎年旧歴 7月 19日

から 7月 26日にかけウンジャミ（海神祭）と一連の行事

として行われる．シニーグP祭市Eは｜日 7月 19日ウーニフジ

（御船漕）、旧 7月 21日フプユミ（大弓）、｜日 7月 23日

シルガミ（トン・トト・トン神．男ヌユパイ）、旧 7月 24

日女ヌユパイ（シニーグミチー神酒）、旧 7月 25日ハー

トンチミチ（暁神酒）、同日ソーニチ（シニーグー舞）、旧 7

月 26日夕ムトノーイ（タムト直し、祭りの慰労会）と続

くが、祭把植物のシパ木（ヤブニッケイ）が使われるのは

シルガミ（トントトトン神）のときである 1).

仲田 2）の調査（1985～2000年）によると、シルガミ（ト

ントトトン神）は午前中に女性がお宮（火の神）男性が大

川の清掃をする．大川の掃除は、区長が香炉に酒（泡盛）、

御花米、線香を供え「掃除と湧口の杭の取り換えを行なう」

事を告げ、大川の堰を取り外し、ごみや泥を取り除く。湧

口の杭の取り替えは、 9本のうち毎年3本ずつ替える．杭

の木はウグァン山から伐り出されたものである。杭の取り

替えが済むと、区長が供えていた酒を新しい杭にかけ、大

川｜の掃除を終える．

16時頃、ヌ／レクミー、ヌルヌメーイがお宮の中に入っ

て神衣装を着け「悪疫放し、」の御願をする．供え物は泡盛

（御五水）、御花米、線香で、神酒は4つの椀に注いで、盆
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に乗せる．御願が済むと神衣装を脱ぐ。16時半頃、公民

館の世話役がシマンベーフ（島大屋子）の代理として登場

し、襟の後ろに柴木の小枝を挿して小さな鼓を持ち、トン

トトトンと叩きながら先頭になり、祝女や神人がその後ろ

についてクラン毛へ移動する．クラン毛では東側にゴザを

敷き、泡盛、御花米、神酒、線香を供え、祝女が「今日は

トン ・トト ・トンの折目なので供え物を召し上がって下さ

い．また本来は男神（シマンベーフやシル神）が来るとこ

ろだが、男神がいないので私達が来ました」と神に許しを

~~ > 

百育つ． 1999年は区長がシマンベーフ（代理）として御願

する

17時頃、シマンベーフ（代理）が先頭になって鼓を叩

き、大川へ行く．大川の香炉の前に供え物をし（泡盛、御

花米、神酒、線香）、祝女と女神人が神衣装を着け、 3回
ナガリミャー

にわけて御願する。1回目は大川、2回目は流れ庭、 3

回目はミハージ（浜）に対するもので、御願の後、神人は

神衣装を脱ぎ大川の水で、顔を洗う。大川で解散し、シルガ

ミの行事が終わる．

図1 フプガーのカーサライ（大川の掃除）

(2015年 9月 5日）

2015年 9月 5日（土曜日、旧 7月 23日）シルガミの

調査をした．午後から大川の掃除は大勢で丁寧に行われた

（図 1). 大川の湧口に立てる 9本の杭はそクタチバナで、

あった。残念ながらシマンベーフが襟の後ろにヤブニッケ

イの校を挿し、鼓をトントトトンと叩いて行く行事は最近

で、はやっていないといい、その日も見られなかった．本論

は、シマンベーフが襟の後ろに挿すという柴木の小枝のヤ

ブ、ニッケイと大川の湧口の杭に用いられるモクタチバナ

の民俗的な意義について考察したい．

ヤブニッケイの生態と民俗

ヤブニッケイ（白山iamomumjaponicum Sieb.）はク

スノキ科クスノキ属の中高木性の常緑広葉樹である．クス

ノキ属は世界に約 250種が暖帯から熱帯に生育し、イン

ド、東アジア、マレーシア、メラネシア、オーストラリア

に分布する．クスノキ属（Cinnamom um）は日本では本

州、四国、九州、屋久島、種子島、 トカラ列島に 3種で、

ヤブ、ニッケイ、クスノキ（C.camphora(L.) Presl）、マル

パニッケイ （C.daphno1・desSieb.et Zucc.）があり 3）、琉

球列島には 4種 1品種 l雑種で、ヤブニッケイ（各島の

海岸低地から山地）、マルパニッケイ（硫黄鳥島の海岸地）

の他に、シパニッケイ（C.doederleinii Engl.、ほぼ各島

の山地）、ケシパニッケイ（var. pseudodaphno1・des

Hatusima、奄美大島と慶・良問群島の山地）、ニッケイ

( C.sieboldii Meissn. ex Nees、徳之島と沖縄島国頭の山

地）、シパヤブニッケイ（c.×takush1i Hatusima、沖縄

島と久米島、阿嘉島、慶留間島の山地）が自然分布する

4,5) 

ヤブニッケイは宮城県、富山県以南西から四国、九州、

小笠原、琉球列島、南朝鮮、台湾、中国中南部に3），中国

（中国名は天竺桂）では江蘇、 j析江、安徽、江西、福建の

東海側に分布するが 6）、琉球列島ではとくに海岸や低地の

石灰岩地の森林で高木層の優占種になり、石灰岩地帯の里

山や御緑林や屋敷林によく生育する．

沖縄島の石灰岩地においてヤブ、ニッケイの森林は本来

の自然林の人為干渉による代｛賞植生 ・二次林で、ナガミボ

チョウジーヤブニッケイ群落、カルストや石灰岩丘陵地な

どにヤブニッケイ クロツグ群落が発達する 7）＇高木層に

ヤブニッケイが優占するヤプニッケイ群落は、石灰岩地の

自然林が残る御獄林で国頭村辺土名世神の宮、奥間土骨子君、

北中城村金満御獄、知念村斎場御巌（現南城市）などほぼ

全域にみられる sl. 南部地域の 20か所の森林植生の調査

において、ヤブ、ニッケイが他の樹種に対して高木層に占め
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る比率は、頻度 95%、積算優占度 96%で、樹高が約 6m

～lOm、胸高直径が約 11cm～24 cmで、あった 9）.本部半島

の石灰岩地の照葉樹二次林は地域的にイスノキの優占度

が高く（平均優占度 2.2、頻度 60）、ヤブニッケイは全地

域に渡って生育し主要な樹種となっている（平均優占度

2.0、頻度 100) lO). 

本部半島の地質は、古期石灰岩、琉球石灰岩が広く分布

し、嘉津宇岳・八重岳からその裾部に小丘状の古期石灰岩

カルスト山地と低地一海岸部に琉球石灰岩地が広がる．具

志堅区の周辺地は、山里区の特徴的な円錐カノレストを中心

に大部分がこれらの石灰岩を基岩とする．具志堅嘉津宇

一大堂 山里区の森林植生は、石灰岩地を反映して二次林

のリュウキュウマツ群落や常緑広葉樹が優占するヤブニ

ッケイ群落が発達する 11).

沖縄島のヤブニッケイ群落はヤブ、ニッケイの他タブノ

キ、イスノキ、ホルトノキ、クスノハカエデ、ハマイヌビ

ワなどの常禄広葉樹林から成り、伐採による木材の利用頻

度が高く、またヤブニッケイそのものも広く利用される．

ヤブニッケイの材は辺材心材の区別がなく、黄白一淡黄褐

色、堅硬・撤密、芳香があり、建築、家具、装飾、器具、

薪炭に利用する 3,12）.果実は油分が多く（56～60%）、採

油し、昔はこれを燃やしてローソクの代用、またカカオ脂

の代用とし、常温でも固まらない性質を利用して坐薬の原

料にした．奄美大島ではこの木を防風林、屋敷林に用い、

多くの種子を採って油の原料に売っていたという．長崎の

松浦では樹皮を採って松浦桂心と呼んで薬用として売っ

ていたので、マツラニッケイの別名があった 13,14）.本部

町渡久地区ではヤブニッケイをジッコンといい、液果は倒

卵形、大きさが長さ 11～14皿、径 9～11皿で 10～11月

頃に黒紫色に熟し 15）、幼少の頃は寒い季節が来るとジッ

コンの果実を里山から採って果皮を除き、鍋に焼いてよく

食べた．ただ、油分が含まれているせいかそれほど多くは

食べることができなかった．普段の生活にとっても子供に

とっても馴染みの深い樹種で、あった．

ヤブニッケイは石灰岩地域の人の生活に関わる里山林

で多産し、木材の用途も幅広く、かつては建築・家具材の

他、とくに煮炊きの燃料に使い易く枝葉とともに日常的に

よく用いられたと思われる．ヤブニッケイはシヌグ植物の

条件の一つである“身近に得られる材料”に適うことにな

り 16）、石灰岩地に暮らす具志堅区民のシニーグ祭組植物

に長く伝承されてきた所以であろう．

ヤブニッケイは照葉樹林域の普通種で、火がつけやすく

火力があるので薪によく使われたせいか、同じように使わ

れる他の樹種とも複合して各地の方言名が多い．「樹木大

図説j の方言名には 14）、クスタブ、ダモ、ダマ、タマ、

タモ、タボ、クスダモ、アブラダモ、カラダモ、クロダモ、

メントダマ、クロダマ、タマグス、タマノキ、タモノキ、

イシダブ、タブ、コタブ、アヲタブ、カラタブ、センタブ、

センコタブ、センカウタブ、グヮグワタブ、クロタブ、ケ

シンタブ、ケイシンタブ、ニクケイタブ、マツラニクケイ、

ヤマニクケイ、マツウラニクケイ、ヤマニッケン、ヤブニ

ッケン、ヤマニッキ、ヤブニッキ、ニッキ、ニケイ、ヤブ

グス、ツルグス、イヌグス、コガノキ、クロコガ、コガ、

アブラコガ、ヤブサカキ、アブラシパ、タマクサ、クスメ

ンドワ、コガイノキ、メンドダモ、クロタヅノキ、ヤマゲ、

シン、マツラケイシン、イヌゲイシ、インゲシン、インゲ

セン、イゲシン、ツヅノキ、イヌツヅ、ツヅノミ、ケビ、

クロツヅ、クロツヅノキ、クロタヅノキ、アヲキ、トゥノ

キ、エマキ、ウコギ、ウコ、クロタマカラ、タマガラ、ア

サカマ、クロアサダ、アサダ、ムズ、アサダノキ、アサカ

イ、スズメノキ、シジメ、スズレギ、シホダマ、ゴンゴ、

クスメントゥ、ホトケタラシ、ホトケダラ、スザラ、シパ

キ、ソパキ、シダラ、タミノキ、クサダミ、オチャノキ、

ユッカツラ、シロダモ、スイベ、カツラ、メカツラ、タマ

タブ、タマダモ、シスシヌム、サインタルナム、天竺桂、

土肉桂、丹陽木、が記載されている．

シロダモの名は月桂の名の混乱で、月桂樹としてクスノ

キ属（α＇flnnamomum）やシロダモ属 （Neolitsea）が

Laurel属にまとめられていた時代もあったことにも困ろ

う14）.深津 17）はイタビ、タブノキ、クスノキの項で、『大

和本草』（1755年）に「タブ木ニ二種アリ、一種ハ白タブ

ト云イ、葉ノ、桂樹（深津・注、桂樹はヤブニッケイ）ニ似

テ香気少シ、冬赤キ実ナリ、ツヅノ実ト云ウ」とあるのは

シロダモ （Neolitseaaciculate(Bl.) Koidz.）である、と記

している．前川 18）は「クロダモは果実の黒色、同じくク

スタブは葉の三行脈、また、ンロダモは葉裏の白色を区別点

79 
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としてタブを基準につけた名であり」とし「ヤブニッケイ、

イヌガシ、シロダモ等の三行脈の著しい葉を持ったクスノ

キ科の種類を区別しないで、トウノキ（各地） と呼ぶ」とし

ている（図 2）.具志堅区ではヤブ、ニッケイをジコンと称し、

これに似た木があるといってタブノキを示したが、方言名

もタブ、で、あった．クスノキ属、タブノキ蔵、シロダモ属の

樹種間には、方言名が混在しているようである．

図2 ヤブニッケイの葉の三行脈（左 ；表面、右，裏面）

（中城村 2015年 11月 28日）

中肋（主脈）の両側に 1本ずつ大きな葉脈が出て

し、る（3本脈）

植生上、日本の照葉樹林帯は沖縄から東北南部までヤブ

ツバキクラスにまとめられ、高木層の優占種でタブ型（沿

岸型）、シイ型（低地型）、カシ型（内陸型）に区分される

19）.いずれの森林型にも人為による二次林が発達し、クス

ノキ科の樹種は構成種となって広く分布する．照葉樹のシ

イ類やカシ類と同様にクスノキ科は主要な用材で、材の性

質や量からして、建築資材の他、かつて炊事や暖房の燃料

である薪炭材の重要な資源であった．生活に密着した材の

用途や形質の類似性から、クスノキ科のクスノキ、ヤブニ

ッケイ、シパニッケイ、タブノキ、シロダモなどの方言名

は相互に深く関与する．

牧野 20）はタブやダモの名はこの類の総称であろうが意

味は不明とする。前川 18）は「タブはタモという．（中略）

ヤブニッケイの別名クロダモは果実の黒色、 同じくクスタ

ブは葉の三行脈、またシロダモは葉裏の白色を区別点とし

てタブを基準につけた名であり、ここにタブノキの基準と

しての性格を見出すことができる．」として、タブノキの

碧玉に似た果実からタマモモと呼び、これがいつかモモ

桃につながるとする．クスノキ科の樹木の方言名にはOク

ス系の名としてクスノキにクス・ホングス ・マグスなど、

ヤブニッケイにタマグス ・ヤブグス ・イヌグスなど、タブ

ノキにシマグス ・ヤマグス ・タゥグスなどがあり 、0タブ ・

タマ系の名としてニッケイにニクケイタブなど、ヤブ、ニッ

ケイにダモ ・タマ ・タブなど、タブノキにホンタブ ・タマ

ノキ ・クロダマなど、アオガシにホソパタブ ・シラタブ ・

クソタブなど、シロダモにウラジロダモ ・キタタブ ・タマ

ガラなど、イヌガシにホソパノシロダモなどがある

琉球列島のヤブニッケイの方言名には 21）、ウフパーシ

ザキ（伊平屋）、ウフパーシジャーキ（渡嘉敷）、ウフパー

シパキ（許田 ・久志）、ジクミ（喜界）、ジコーミギー（諸

志）、ジコン（具志堅）、シジャラ（与那）、シダラ（奄美 ・

徳之島 ・沖永良部 ・与論）、シダラギ（徳之島 ・沖永良部 ・

与論）、ジックミ（与那）、ジックン（鏡波 ・久米島仲里）、

ジッチャギ（伊良部）、シパ（琉球国由来記）、シパカー（世

富慶 ・知念）、シパカーギ（知花）、シパキ（宇茂佐 ・漢那 ・

首里 ・久手堅）、シャームヤギ（宮古）、シララ（安波 ・与

那）、スィザラギィ（奄美大和）、スィダラギィ（奄美 ・徳

之島・沖永良部・与論）、スダラ（奄美）、セダラギ（与論）、

セッケンギ（久米島具志川）、 ヂクンギ（座間味）、ヂィザ

ギー（宮古）、ツツアギ（宮古）、ツツヅャギー（宮古狩俣）、

ヌーマンピンガスギ（宮古）、ヒダラギ（徳之島 ・与論）、

ブーシザキ（西表）、フチャギー（伊良部国仲）がある．

ウフパー（葉が大きし、）、ハーグワ ・ハックヮ ・ファヌ

クヮ（葉が小さし、）など、形態が近似するヤブニッケイと

シパニッケイを区別するための名があり、また照葉樹林帯

各地と同じようにクスノキ属、タブノキ蔵、シロダモ属の

名前には樹種聞の区別のやりとりあるいは混在がみられ

る 21,22) 照葉樹林帯ではタブノキを基準にした各地の名

前があるようだが、琉球列島でもほぼ同じように波及しな

がら、これら 3属はシパキ、トゥノキが一連として名が生

じてきたように感じられる．
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ヤブニッケイは柴木の代表か

照葉樹林帯におけるシパ・シパキ系の柴の流れをくむ方

言名は、ヤブニッケイのアブラシパ・シパキ・ソパキ・シ

ダラなど、マルパニッケイのミサキシパ・チメシパ・シパ

キがあり 1心、琉球列島にはヤブニッケイやシパニッケイ、

シロダモ、イヌガシにジギ・シパ・シパキ・シザキ・シザ

ノレ・シダラ・シパカー・スダラ・ヒダラ・スィダラ・スダ

ラ・セダラを付ける名が多くある 21広 23).

シパ（柴）は「山野に生える小さな雑木．また、それを

切って、薪や垣根とするもの．そだ．しばき．ふし．」で

あるという 24）.飯島 25）によると、柴とは特定の樹種をさ

すのではなく、山野に生えているあまり大きくない雑木や

その枝で、どこでも容易に入手でき、燃料とするほか、神

をまつるにも用いられる．祭組用には、主に常緑の柴が神

の依代とされたり神に手向けるのに使われた．峠や村境の

路傍には＜柴立て＞＜柴折り＞という所があり、ここに柴

を挿して旅や行路の安全を祈る．柴で囲って神域を示し、

悪霊から身を守り、野宿の際には四隅に柴を挿して山の神

から地面を借り、また祭場の中心に神の依り代として柴を

立てたり、祭場の境に柴を立てて神域とする．＜柴垣＞は

青葉をつけた柴を束ねて垣根とし、青葉の霊に守られた神

聖不可侵の安住の世界であることを表したものである、と

いわれる．

大晦日の晩、いろりで燃やす火をとくに＜年取りの火＞

などとよび、このときの薪をショウガツキ（正月木）、セ

チホダ、ヨツギホダ、トギなどといって暮れに山から伐っ

て用意しておく．夜ごと、オキに灰をかぶせて何代にもわ

たって火種を絶やさぬ村や家も各地にあり、正月の初山入

りに男が山に行って柴をとってくる風も各地にある．修験

者がたく護摩木は、この火によってすべての罪障を焼きは

らい、不動明王と一体化するなどといった意味があり、土

地ごとにカツギ（勝木）と称される木が選ばれている．宮

中での御竃木（御薪）、正月の神祭用の薪である年木（鬼

木や幸木などともよばれる）で、竜宮の水神に薪を与える

モティーフをもっ＜竜宮章子＞の昔話などから、薪が単な

る燃料ではなかったことがわかる、とされているお）．火

は文明を根本から転換し、すべての物を焼きつくすほどの

威力を持ち、寒さを凌ぎ家族や仲間を寄せ付け、衣食住の

不可欠のものとなり、火に呪力を認めていた時代には、薪

にも同様な力があると信じられていたのだろう．

洞窟や淵に投げ込む柴木は竜宮の大切な宝物で、そのお

礼に竜宮に招待された爺さんは帰りに竜宮童子を授かる

27）＿竜宮童子は子孫、血族、部族の繁栄と持続の願いが込

められているようにみえる．柴木は、日常の用材であり、

生活の大事な燃料材であると同時に、火に呪力があり、神

の依り代で神がやどり、個人の身一村人一村落を守護する

照葉樹である．それは里山の木であり、いつでも入手でき

る身近な木である．柴は、またニライカナイ・竜宮の世で

も大切な木であり、奉納品である。シヌグ・シニグ・シニ

ーグのカブイや杖棒や身につける枝・草木は、祭前日の最終

には海や川に流し異界へ捧げる．

神話や民話から推察すると、柴木は火の観念があり種々

有用で、今生の生活だけでなく根の国・竜宮の世界へつな

がり、その思いが土俗信仰の神の依り代として祭杷の呪具

になってきたのではないかと思われる．シヌグの植物観

16）でみられるように土俗信仰の祭組植物の起こりには身

近で採集できる照葉型に託されたであろう．中国神話のモ

モがより神聖化され 28）、柴木と母性の思いが複合し、照

葉型は民俗の歴史のなかでさらに照葉樹の地域型になっ

てきたと考えられる．モモは大陸の神話の果実であり、深

山の桃源郷の異界を思うは、柴木の水界のニライカナイ・

竜宮と同系となる．

神話の柴木から祭把の呪具となる樹種は、普遍的な照葉

樹のサカキやシキミに地域性がとりいれられて変容し、照

葉樹林帯の西方以南では主としてサカキが、サカキの少な

い中部地方ではヒサカキが用いられる、ヒサカキはサカキ

に比べて小型であることから姫サカキの説りであるとい

う20,29）.亜熱帯気候下の沖縄・琉球ではさらに特化し、

サカキに類似する二列配列葉序や十字対生葉序をもっ樹

種となる 16）.モクレン科のオガタマノキの花は香りがあ

り、神事に用いられ、サカキといわれたのは昔はむしろオ

ガタマノキであったともされ 29）、祭最日に用いられる同科

で花が香ばしいシキミにつながり、枝葉に一種の匂いのあ

るゴンズイ 28）やヤブ、ニッケイにも関与するのだろうか．

国頭村奥区はシパカー（ヤブニッケイ、シパニッケイ）を
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シパヒといい、シヌグにその独特な匂いで被うとある 30)

（※シパヒはイヌガシの誤認だろう 16,22,31)

思いをより戻すと、ヤブニッケイは亜対生葉序をもっ祭

記植物として合掌型（十字対生型）としたが 16）、図3の

ように葉は枝上に対生となる場合も互生と捉えられる場

合もあり 3ρ、ボチョウジやアデクのように典型的な十字

対生葉序ではなく、対生で二列配列様になるシマミサオノ

キや、互生で二列配列型になるサカキやヒサカキのような

葉序となる．つまり 、ヤブ、ニッケイはいずれの場合も不明

瞭な“E”であるが、合掌型と団扇型が合併するような変

則的葉序である．ヤブニッケイの三行脈（図 2）はまた、

国頭村奥区の同じクスノキ属のイヌガシや比地 奥間区

のカエデ科のクスノハカエデに通じる．

図 3 ヤブニッケイの亜対生葉序（本部町具志堅）

(2015年 11月 27日）

柴は、最初に薪に使われる身近な里山の普通に産する木

全般を言い、文明が少しずつ進展し複雑になって、柴も熱

量など性質の違いに気付いていき、最も普通に産し、燃え

易く熱量のよいものが柴木となり、他の木は劣ったり希な

ものにはそれなりの名前がつき、地方によって異なるもの

の、シパキとそれに近い性質をもつものが何々シパキにな

ってきたのだろう 天地の神がより定着したものとなり、

シパキの分類がより明らかになってくると、それらの性質

から葉が常緑、単菜、全縁で、光沢があり、 二列配列葉序

が神への奉物・呪具にふさわしいシパキとしてヤブニッケ

イが選定されたのではないだろうか．そして身近にあり、

同じ単葉 ・照葉の柴木から、より神々しい性質 ・形（二列

配列葉序の団扇型）をもっサカキに到達したのではなし、か

と思われる．

祭杷植物の起原と歴史は、柴木とモモさらに植物と民俗

の地域性で変化して固定化し伝承されていく．柴木は火が

もとにあり 、焼畑農業で雑草や病原菌の災厄の全てを焼き

つくした跡に、新しい作物の栽培を可能とする．すなわち

暮らしの食の安寧を保証し、地に生きるもの 生命の存続、

子々孫々の繁栄 再生を祈願する母性信仰である．柴木は

桃神話によって厄払い・威力を増し、母性信仰が形となっ

てより強化される焼畑時代の生活は山が生産のもとであ

り、照葉樹林帯の里山における樹種の常緑性、照葉樹の代

表にヤブ、ニッケイがあり、その性質はついに枝葉の匂い －

香りに及び、琉球列島のシパキの三行脈、独自の十字対生

葉序へと進行する

葉序でみると

亜二列対生（ヤブニッケイ）→二列配列互生（サカキ、ハ

マイヌビワ）→二列配列対生（シマミサオノキ）→東生（シ

キミ、イヌガシ） ・十字対生（ボチョウジ、ナガミボチョ

ウジ、クスノハカエデ、アデク）の変遷が考えられる．

これらに中国の神話のモモを加えて祭杷植物の性質や

民俗を眺めると

Oヤブ、ニッケイ柴木は火がもとにあり 、焼畑農業で雑草

や病原菌らの災厄の全てを焼きつくした跡に、新しい作物

の栽培を可能とする、すなわち生命の再生 ・持続 ・母性信

仰である．神、自然への謝思 ・祈り、竜宮 ・桃源郷への思

い、竜宮への道しるべとしての柴木．柴木 ・サカキの初期

の代表種であろう．襟に差す（具志堅区）．

0ゴンズイ：中国 ・モモの神話から柴木の呪具の変化が起

こると考えられる．天に昇る鳥、天上と人の世の往き来の

関係、天 ・神・ 常世と冠の枝葉を介して思いを伝えたので

はないか．

0サカキ神の依り代、被い（悪、疫厄）の呪具、神社、

米作・弥生式文明に関係し、ハマイヌビワの枝葉は冠、杖

でもなく、腰に差す（瀬底島）．

0シキミ：仏教の蓮型、紋いや“揺する、地に立てる”で

祭壇に差す、豊作 ・予祝に関係し、イヌガシにつながる．

0ボチョウジ：十字対生葉序、“祈り”でニライカナイに
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関係し、アデク、クスノハカエデ、ナガミボチョウジがあ

る．

総合的に祭把植物の変遷を考えると、以下の構図が描か

れよう．

薪・柴 「ー惨敗］サカキー＋ハマイヌピワ

ヤブニッケイト＋［枝・杖］仏教ー＋シキミー＋

亜二列対生 ｜ イヌガシ

~モモ一一一一一一令

［冠］ゴンズイ（沖縄残存）

一一争十字対生葉序

植物の枝葉で纏うのは、神への礼服となり身の危険を和

らげる装身具の役割を果たすと思われるが、人類が世に生

類し生死に向き合うのを覚えたとき、生理的性器を隠すも

のに及んだのではないかと想像される．性器を守護するの

は子孫すなわち血族の持続であり、それは神の宇宙につな

がる鎖された血族の地での安泰で、ついには敬度な神と以

心伝心を杷る儀式の装身具で、あったと思われる．地は地理

的風土となって拡散し、ついには照葉樹林帯の呪具となっ

て時空とともに変化する．安田シヌグの男神の姿やヤブニ

ッケイやハマヒサカキを腰・襟に差すのは身を纏う名残で

はないだろうか．

火は燃料や灯火の文明発達の燦火であるが、一方生き物

は火を恐れ忌むもので、相反するような薪・柴木の貴重な

存在が神の依り代となり厄除けとなるに違いない．シパキ

およびその関連の方言名は里山の樹木を代表するクスノ

キ科のタブノキ、ヤブニッケイ、シパニッケイ、シロダモ、

イヌガシなど、またブナ科のカシ類やシイ類、イスノキや

ヤブ、ツバキなど柴木に使われた木の総称であろう．ススキ

はシパ（琉球国由来記）といい 21）、ススキは島創りのも

とになる草本であり、燃料の他、屋根の茅、壁・垣、畑地

の敷き草、緑肥など人の生活の身近な材料で、琉球諸島の

いたる所において、神事の拝みや放いの普遍的な呪具であ

る．シパの語は文明の発達一持続展開の重要な有用植物

としての代名詞のように考えられる．

人類はその始原から、頭でものを考え知恵、を生み出す元

であることを認知し、生命の誕生と育成で血族の存続を願

っていたと思われる．故に、地に生生する植物をもって頭

に冠を飾って全霊を集中し、全身を飾り整えて天・神と話

をするのである．時空を経て、装身具と神に思いを伝える

人の心の象徴を示すカーブイに表現するようになる。シヌ

グの呪具はカーブイ（鳥、天、神）、杖（再生、職い）、枝

（神の依り代、誠い）が一体である．

ある地域の神事や呪具の植物は、あるものを契機に独自

の信仰を生みだす素地があり、伝播して普遍的価値を生み

だす場合がある．焼畑農業は世界、とくに東南アジア、中

国各地、東アジアに共通する歴史遺産で、焼畑農業および

その民俗信仰はどうのように伝播したのか、小野が「・・．

この奄美の冬折目、沖縄本島北部の芋折目は九州｜本土の霜

月祭りと連鎖していて、この冬祭りも芋の焼畑も九州山地

文化の南下と理解できようと思う．山芋、里芋の焼畑が九

州山地から南島へ伝えられたというにはなお疑問がある

ことは事実である」 32）と説くように、その文化は広い視野

で考究しなければならない課題である．照、葉樹林帯におけ

る焼畑農業文化について、作物種の伝来、栽培方法、暮ら

し方や民俗信仰など、九州、｜からの南進というだけでなく、

北進を含め西方南方にも思いを致すことが大事であると

思われる．

モクタチバナは水信仰か

2015年のシルガミでは、大川（フプガー）の掃除は正

午過ぎに着いた時にはすでに男性区長が女性事務員と供

え物と線香を捧げ御願は済んでいて、堰も取り外されてい

て水を流しながら藻も洗い流す作業が始まっていた．総勢

男女 20人ほどで仲回 2）の調査時とほぼ同様の作業が行わ

れた。カーサライ（池の掃除）は男数名が池の中に入札

石垣に生えるガジュマル、ハマイヌピワ、ヤマグワなどの

稚樹や、オニヤブ、ソテツ、リュウキュウイノモトソウ、モ

エジマシダなどを取り除き、石垣に付着している藻を水圧

の強い、ジェッターで丁寧に剥ぎ落した．大川の周辺は、男

女が一緒になって背後の御獄林の林縁に生える雑草木を

刈り大きな枯木を伐採して除去した（図 1).

午後 1時過ぎに 9本の杭を縛っているカズラが解かれ

た．カズラはタイワンクズ（図 4、マメ科、 Pueraria
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Montana(Lour.) Merr.）、杭に使われているのはモクタチ

バナ（ヤブコウジ科、 ArdisiasieboldiiMiq.）で、カズラ

はまだ丈夫そうで、あったが杭は古いものが 2～3本腐れて

中途から欠けているものもあった．杭は9本の中伐ってき

た新しいもの 3本を換え、新しいカズラで再度縛り直した．

午後 2時 40分頃捕まえていたウナギを池に放ち、堰を止

めて再び新しい湧水を溜めていった（図 5）.その後再度

区長と事務員が来て線香を捧げ御願して行事を終了した。

モクタチバナとタイワンクズは伝統として変わらずに使

われているという．午後 4時 10分頃区長がお宮に拝礼に

行ったが、トントトトンの行事は行われず、シルガミには

仲田 2）が実見した祝女や神人たちの神々しい姿は見られ

なかった．

図4 タイワンクズ（うるま市楚南）

(2013年 9月 16日）

写真5 新調したモクタチバナの 9本の束

(2015年 9月 5日）

シルガミの様子は、島袋源七『山原の士俗』（1929年）

仲里松吉『具志堅誌』（1978年）などの戦後から最近の記

載 ・報告を通して今日の状況を振りかえると、祭杷植物は

同種でも行事の内容は目まぐるしく変化していき次第に

簡素化されていくようである 2).

フプガー（大川、大井）は、池の傍に建てられた石板の

記述によると、古来具志堅部落の生活および農業用水とし

て村人の暮らしを守り、また産水、若水、シデ、イ水、湯潅

として用いられ信仰の対象となり聖水とされてきた．昭和

30年頃まではその下流域は、広大な美田（ハーソ一、具

志堅固、兼久固など）をなしていた．水はシントゥムイの

裾野に広がるドリーネ地帯や森林が酒養した地下水が、流

域の古期石灰岩の空洞や割目に浸透して、フプガーで湧出

するものと推察されている．平成 15～21年田園空間整備

事業により現況の石積みに改修された．

部落の発生と定着を促し、村人の生命の誕生と生活を守

護し、祖霊を崇め、永遠の蘇生と発展を願う水源地として、

フプガーは村の根幹にかかわるものとして井泉御願（ハー

ウガミ）の最も大切な地所になったものと考えられる．そ

の御願の真意が、今日なお村人総出の念入りのカーサライ

行事を保持している所以なのだろう．

杭の縛束用のタイワンクズは、周りに生えるノアサガオ

やカラスキパサンキライ、オオイタビ、 トウツルモドキ、

へクソカズラなどより太くて縛り易く丈夫で長持ちする

事に因るだろう 日本のクズは山に自生する代表的なツノレ

植物で、丈夫で弾力があり、細く長いので縄の代わりによ

く使われ、繊維、また根から良質の粉（でん粉）が採れ、

薬用としても知られている 33）.具志堅の方言名はヤマカ

ンダ（山蔓の意）またムックジという．タイワンクズは沖

縄では根から粉を採っていたとは聞かないが、方言でムは

ンムの芋、クジは葛あるいは粉の意に似て、また国頭村比

地のカーブイを巻く蔓に使われるものの 16）、根の利用や

シニーグとの関係は不明である

モクタチバナの杭は元口径が約 3-8cmのものを長さ約

3 4m（こ切り揃え、オオジマ（大島、部落発祥の地）、＼

ージマ（新島）、サガヤ（佐賀屋）の 3部落が 9本の杭を

3年回りで 1年に 3本ずつ換えていく．今回はミージマの

当番である杭を立てる謂れは、湧水があまりにも多く勢
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いがあるので、最初はシンメーナービ（芋炊き、行事など

大勢の炊き物用に使う、鉄製またはアルミニウム製の大鍋）

を返してそれが動かないように木を立てて抑えていたが、

いつの頃からか大きな平石でこれを抑え、その上にモクタ

チバナの杭を組んだ、という．湧き口の平石の存在は村人た

ちの問で長く疑問視されていたが、ある年に土を掘って確

認したようである．湧き口の立てた杭の周囲は内径約 3m

円形で、約 lm大の 11個の石を敷きまわしている．

杭 9本の数の意味は不明であるが、沖縄の祭事などの習

慣には線香その他について奇数を基本にするので、3本の

3部落、また湧き口の平石を抑えるにはその 9本が適宜で

あったこともあろう．

モクタチバナの方言名は、一般的に生木を焼いた灰は藍

染めの添加用に重宝するのでアクチ・アクチャーなどと称

する 12,21,23）モクタチバナは海岸から低地の石灰岩地帯に

多く産し、果実は球形、径8～10mmで 11月から翌年の 3

月にかけて生り 12,15）、房状に赤から暗紫色に熟する（図

6）.西表島ではお盆にムリムヌといって野生の実を供え

る習慣があり、果実の食べられるキダキ（リュウキュウコ

クタン）、フグ（イタジイ）、マツマヤ（コパンモチ）、カ

チナズ（ナシカズラ）、トゥカチキ（シャリンパイ）、アブ

チャンキ（モクタチバナ）などを仏壇に飾る、山の神はそ

れを山の印としてよろこぶという 34）＿宮古島市多良間島

でもモクタチバナをウギスワギーと称してお盆のとき仏

壇に実を供え、狩俣部落の虫掃除の神行事ではモクタチバ

ナの葉に細切りの豚の三枚肉をのせて供える 35)_

図6 モクタチバナの果実（本部町具志堅）

(2015年 11月 27日）

モクタチバナは具志堅区で、はタニンナイ ・タニナイギと

いう タニは皇室丸、ナイは果実のことで、実の着け方や形 ・

色に由来するものであろうが、シルガミの男ユパイ ・男神

を象徴しているようにもみえて深長である．部族を支える

湧口の水が永遠のものであるように、平石がその量をよく

制御するように 9本の杭を立て、モクタチバナに神への祈

願を託しているのだろうか

シニーグ行事は、本来、水源、であり神の坐すウグヮン山、

グシクムイ、クランモー、ハサーギ、そして湧水の大川、

全ての禍福を受容する海、神に捧げるシニーグ舞いは一連

もので、グシクムイ（城山）とウグヮンムイ（山）で伐る

2）祭肥植物のヤブ会ニッケイとモクタチバナはこれらの行

事の祈りの深遠な意義がこめられているに違いない．

具志堅区の部族の歴史は伊是名村の尚氏に関係する時

代があるので 36）、シヌグを通して伊是名村に結び、つかな

いか、さらに各地のシヌグ、の起源や祭杷植物は部族聞のつ

ながりの歴史の流れに関係しないか、更なる研究が求めら

れるであろう．

具志堅区在住の大村光洋氏（昭和 11年生）は瀬底、石

嘉波、崎本部、謝花、具志堅、備i頼のシヌグを VTRに収

めるなど 37）、シニーグに熱い思いを寄せられ、本調査に

多大なるご協力をいただいた仲宗根義雄氏（昭和 6年生）

にはカーサライ行事の｜燦にその内容や植物の方言名 ・意味

などをご教示いただいた．また具志堅区民には、忙しい行

事中に足手まといの調査を許された．ご指導と温かいご配

慮、に合わせて深く感謝し、たします．
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